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在検討中である．これまでの検討で非生理的な環境下では IL-6 が AGT タン
パクの分泌増強に関与しているとの報告があり，使用することも検討して
いる． 
３）未だ検討されていない．今後，食事や運動など，様々な環境因子が新血
管指標に与える影響について検討する必要があると考えている． 
 
上記内容の学位審査により，申請者は学位（博士）授与に相当することが適
切であることが認められた． 
 
